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だれもが生涯スポーツとして
健康的にトライアスロンを楽しめる
社会の実現を目指して

「だれもが〜生涯スポーツとして健康的にトライ
アスロンを楽しむ」世界の実現をビジョンに掲げ、
トライアスロンの価値向上に向けた取り組みを推
進しています。

2024年度より、新たな施策としてクラブ・コ
ミュニティを軸とした普及事業「トライアスロン
クラブ サポートプログラム」を開始。

地域クラブの継続的発展を支援を目的とし、登録
促進、指導者育成、運営ノウハウ共有、スポン
サー連携を通じてクラブの自立性と価値向上を図
り、日本全体のトライアスロン基盤を強化するプ
ログラムに成長させます。

クラブフェスティバルの定義｜クラブサポートプログラムとは
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クラブフェスティバルの目指す姿

クラブ サポートプログラムとの一つの活動と
して、海外のようにトライアスロンの大会で、
テントに集い仲間を応援する文化を根付かせる
ことを目的に、クラブの皆様にご参加いただけ
る「クラブフェスティバル」を創設しました。

全国のクラブが一堂に会し、競技だけでなく交
流・学び・発信を通じて横のつながりを強化す
ることを目的とし、クラブの存在価値を高め、
エイジ層拡大と地域活性化へと波及させるハブ
機能として確立させます。

「強い・速い」が一番ではなく、トライアスロ
ンの競技をする人も、応援・支援するだけの人
も、関わる人すべてが、トライアスロンに触れ
ているその瞬間を楽しめる競技を目指して、こ
のようなイベントを全国に展開していきたいと
考えています。

クラブフェスティバルの定義｜開催の目的
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ガイドラインの目的
本クラブフェスティバル運用ガイドラインは、全国のエイジNCS大会にてクラブフェスティバルを開催するに
あたり、一定の質を担保した状態で実現するため、クラブフェスティバルの運用方針や実施手法を示したガイ
ドラインです。本ガイドラインを遵守してクラブフェスティバルを開催いただくことで、参加するクラブに満
足いただけるサービスを提供し、継続的にクラブが参加する状況を作り出すことを目的としています。

継続開催について
原則、初年度開催した大会は、次年度以降も同様の条件を整えることができれば、自主開催することが可能と
なります。新規及び、継続開催含め、クラブフェスティバルの開催を希望する大会は、「クラブフェスティバ
ル 参画要件同意書」を確認のうえ、基本合意書を締結させていただきます。（同意書は別紙にて締結）

募集時期について（予定）
毎年、エイジNCS大会参画募集時に、クラブフェスティバル開催希望大会を募集します。その際に、新規及び、
継続開催の希望有無を確認させていただきます。開催実施が確定したエイジNCS大会は、新規継続に関わらず、
毎年「クラブフェスティバル 参画要件同意書」への合意を必要といたします。
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クラブフェスティバルの定義｜必要な企画
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クラブフェスティバルの開催にあたり、ご参加いただくクラブの皆さんに楽しんでいただ
くために、以下の企画を開催することを前提として、正式な「クラブフェスティバル」と
して認定します。クラブフェスティバルとして認定された大会は、開催カレンダーに掲載
し、各クラブに対してのご案内するのと同時に、「クラブフェスティバル開催大会」とし
て大会公式サイトに掲載することが可能です。
各企画の詳細の規定については、次ページ以降をご参照ください。

 クラブで参加するレース
クラブ対抗リレー、クラブ対抗駅伝、等レースフォーマットは問いません。大会にて
用意できるレースフォーマットで、クラブ単位で参加できるレースを設定ください。

 クラブ表彰
上記のレースの内容に準じて、クラブ単位での表彰を行ってください。表彰の目的と
しては、「強い・速い」ではなく、該当クラブが参加したことで、クラブフェスティ
バルを楽しんでもらえたか、大会が盛り上がったかという視点で表彰を行ってくださ
い。

 クラブテントスペースの設置
（可能であれば）ゴールエリア付近にクラブがテントを設営できるテントスペースを
設けてください。当日、クラブメンバーが集い、荷物置き場かつ応援スペースとなり、
ゴールシーンの盛り上げを作ることができます。

 クラブ集合写真
参加したクラブメンバーの集合写真を、オフィシャルカメラマン（必要に応じて、大
会公式カメラマンと別途手配）が撮影します。後日、Triathlon Japan公式サイトの
フォトギャラリーに掲載し、各クラブが写真を使用できるよう素材の管理及び問い合
わせ対応を、Triathlon Japan広報部にて行います。

（参考：七ヶ浜大会リーフレット）



実施内容｜クラブ参加レース
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クラブメンバーが一緒に参加できるレースを設定してください。トライアスロン初
心者のメンバーでもレースを楽しめる環境を作り出すことで、レースに参加する
ハードルを下げ、継続参加を促します。

＜推奨要件＞
 レースフォーマット
クラブ対抗リレー、クラブ対抗駅伝、等クラブ単位で参加できればフォー
マットは問いません。大会にて用意できるレースフォーマットで、クラブ単
位で参加できるレースを設定ください。

 最低参加クラブ数：5クラブ以上
クラブ同士の交流効果を担保するため、過去大会の参加実績を踏まえ、最低
5クラブ以上の参加を推奨いたします。地域の大会規模に応じて設定してく
ださい。

 チーム構成人数：3名以上
団体参加としての成立条件を明確化するため、1クラブ3名以上を原則としま
す。男女混成や年代混成での参加を促進することで、多様性とクラブ横断交
流を促進し、単独参加との差別化を図ります。

 記録管理体制必須
団体ポイント制や表彰制度を公平に運用するため、公式計測データの共有と
クラブ単位での成績集計体制を必須とします。



実施内容｜クラブ表彰
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＜推奨要件＞
 最低3カテゴリ以上設定 ※詳細は後述の運営マニュアルを参照
参加したクラブメンバー全員を賞賛する制度設計を実現するため、現在取得
しうるデータを用いて、定量（数字で判断できる表彰）、定性（大会自体を
楽しんだチームなど）の両側面で表彰いただくことを推奨します。
定量的評価例：
例：グレイトエイジ賞（クラブの参加者の最年少～最年長の年が離れている
チーム）など定量的に評価できる項目が1つ以上含むことが望ましいです。
定性的評価例：パッションチーム賞（情熱的なパフォーマンスで大会を盛り
上げたクラブ）

 審査員2名以上
大会事務局のの方で、2名以上が表彰に加わり当日の表彰制度に関して公平
性を担保した状態で判定を行ってください。

 表彰式
（可能な限り）表彰状は印刷して、表彰式にて手渡しすることを推奨します。
クラブメンバーが表彰台に集い、表彰された参加者を讃えあうことで大会の
盛り上げに貢献します。

 副賞
基本的に、表彰状をご用意いただければ副賞は必須ではありません。ご当地
の協賛品などございましたら、ご準備いただけるとより表彰式を盛り上げる
ことができます。

クラブフェスティバルの目指す姿として、「強い・速い」が一番ではなく、参加し
たすべての方に楽しんでいただくことを目標としています。参加したすべての方を
賞賛する表彰制度を実現してください。



実施内容｜クラブテントスペースの設置
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クラブテントは、大会当日に参加するクラブメンバーにとって準備や休憩をす
るスペースとなり、ゴール近くに設置することによって、ゴールシーンの盛り
上げを演出することができます。

＜推奨要件＞
 クラブ専用エリアの設置場所
基本的にクラブテントはランコースの沿道やゴール付近での設置が理想
です。選手を応援できる場所、またレース前やレース後に集合写真を撮
影できる場所が望ましいです。

 安全導線確保
レースの妨げにならない場所で、参加するクラブメンバー（レースに出
走する選手、応援する家族）が可能な限りレースコースと行き来しやす
い導線を確保してください。

 面積基準（1クラブ3m×3mが目安）※詳細は後述の運営マニュアルを参照
標準サイズとしては、3m×3mを基準に、参加するクラブの数のスペー
スを確保してください。事前に参加するクラブ数とテントの保持状況を
確認し、当日の設置場所を各クラブに大会当日までにアナウンスしてく
ださい。

 脚/天幕の用意
クラブテントは以下パターンを想定してください。
①テントを保有しているクラブ：場所のみを提供
②天幕のみを持っているクラブ：大会側でテントの脚のみを用意。風対
策も行う為に脚を固定できる錘も用意。
③テントを持っていないクラブ：大会側でテント&脚を準備して支給。
フラグを持参いただき、クラブを判別できるようにすることを推奨。

（参考：七ヶ浜大会案内図）



実施内容｜クラブ集合写真
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参加したクラブメンバーの集合写真を、プロのカメラマンが撮影し、各クラブが
写真を使用できるようTriathlon Japan公式サイトに掲載します。プロカメラマン
に撮影してもらう事で、クラブメンバーの結束力を高め、大会参加のモチベー
ションとすることができます。

＜推奨要件＞
 集合写真・レース中・表彰式の撮影
クラブ集合写真とクラブ表彰式の撮影は必須で行うことを推奨します。大会
終了後に、Triathlon Japan公式サイトのフォトギャラリーに掲載し、クラ
ブの方々が各自でダウンロード出来る様にすることで、掲載された写真が拡
散するきっかけを作ることができます。

 クラブ集合写真の推奨撮影場所
クラブテント前やゴールゲート付近での撮影が望ましいです。

 撮影データの公開、共有 ※詳細は後述の運営マニュアルを参照
開催後1週間以内（出来れば3日～5日が理想）にクラブのFacebookにレー
ス写真を投稿する場合が多いため、熱量が冷めないうちに、Triathlon 
Japan公式サイトのフォトギャラリー掲載のために写真素材をメールにて指
定の宛先まで送付してください。

 クラブ写真の使用権利について
撮影素材の管理は、Triathlon Japan広報チームにて行います。クラブの所
有するSNS以外の使用については、カメラマンの権利確認が必要となります
ため、詳細の対応はこちらをご確認ください。

 地元のカメラマンの起用を推奨
オフィシャルカメラマンが1人の場合は、別途クラブ撮影用のカメラマンを
手配することを推奨します。レースの時間とクラブ撮影の時間が重なること
が多いため、地元で活躍しているカメラマンを採用することで、予算を抑え
実施することが可能です。 （参考：村上大会・七ヶ浜大会集合写真）

https://www.jtu.or.jp/media/category/photo/
https://www.jtu.or.jp/media/category/photo/
https://www.jtu.or.jp/media/category/photo/
https://www.jtu.or.jp/media/category/photo/
https://www.jtu.or.jp/media/category/photo/
https://www.jtu.or.jp/media/category/photo/
https://www.jtu.or.jp/news/2023/06/13/51615/


運営体制・役割分担
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エイジNCS大会事務局
（クラブフェスティバル担当）

Triathlon Japan
クラブサポートプログラム
（CSP）運営事務局

/広報チーム
各クラブ代表者 カメラマン等

当日スタッフ

• 全体進行管理
※専任もしくは、兼任担当者の設
置を推奨

• クラブ問い合わせ窓口対応

• 企画、運営支援
• 集客支援（告知協力）
• 当日運営支援
※新規開催大会のみ

• フォトギャラリーアップ対応（広報チーム）

• クラブフェスティバルの参加可否
‐テントスペース、持参希望有無
‐テント貸出希望可否
‐クラブ集合写真撮影希望可否

（エイジNCS大会支援クラブ）
• 企画、運営支援
• クラブ集客、TO/ボランティア集客

• 事前の運営マニュアルの確認
• 当日撮影
• 撮影後の素材納品



開催までのフロー
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開催前 約3～6ヶ月：キックオフ
開催実施の決定後、全体方針と具体的な開催内容のすり合わせ。Triathlon Japan CSP運
営事務局支援のもと、運営体制の構築と実行までのスケジュールを明確にしてください。
開催内容決定次第、参加クラブの募集告知を開始します。

開催前 約3ヶ月：実施計画提出
エイジNCS大会事務局主導のもと、定期的にミーティングを開催し、運営内容の具体化
を進めます。クラブフェスティバル参加クラブを確定し、テント配置計画やクラブ集合
写真の手配等、実行プランを推進してください。

開催前 1週間：オールスタッフミーティング実施
当日の運営オペレーションの詳細を詰めます。運営マニュアルをこのタイミングまでに
確定し、スタッフの配置や当日の流れを確認するミーティングを開催します。クラブ代
表者に向けて、このタイミングにテントの設置場所や集合写真の撮影場所を連絡します。

開催後 2週間以内：実施報告書提出、振返りミーティング
撮影した写真の公式サイト掲載及び、実施結果の振り返りを行います。クラブ代表者に
対してアンケートを行い、実施報告書の中にアンケート結果を掲載してください。
次回大会の改善に向けて、CSP運営事務局と振返りのミーティングを開催します。

大会当日！



告知協力
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Triathlon Japan公式SNS（Instagram・Facebook）及び、クラブ サポートプロ
グラムに登録されているクラブ代表者向けに、NCS大会の告知に付随して、クラ
ブフェスティバルを開催する大会に関しては個別に、クラブフェスティバル告知
案内の協力をさせていただきます。

＜対象配信先：2026年3月時点＞
Triathlon Japan 公式Facebook
Triathlon Japan 公式Instagram
Triathlon Japan 公式エイジNCS Instagram
クラブ代表者へのメール配信

＜協力内容＞
 新規大会（クラブフェスティバルを初回開催する場合）
原則、回数を定めず企画内容に応じて、上記SNSへの投稿及び、クラブ代表
者へのメール配信の告知を行います。クラブフェスティバル開催告知、募集
締め切り前リマインド、クラブフェスティバル実施後の計3回を想定してい
ますが、集客状況に応じて対応させていただきます。

 自主開催大会（クラブフェスティバルを2回以降継続して開催する場合）
原則、告知活動はエイジNCS大会事務局にて行っていただきますが、クラブ
フェスティバル開催告知を、上記Triathlon Japan公式アカウントへの投稿1
回及び、クラブ代表者へのメール配信1回行い、集客支援を行います。
また、レース終了後のクラブ表彰結果のポストを個別に希望される場合は、
ご相談ください。

（参考：村上大会イベント事前事後 告知ポスト）

https://www.facebook.com/JapanTriathlonUnion/?locale=ja_JP
https://www.facebook.com/JapanTriathlonUnion/?locale=ja_JP
https://www.facebook.com/JapanTriathlonUnion/?locale=ja_JP
https://www.facebook.com/JapanTriathlonUnion/?locale=ja_JP
https://www.instagram.com/triathlon_japan/
https://www.instagram.com/triathlon_japan/
https://www.instagram.com/triathlon_japan/
https://www.instagram.com/triathlon_japan/
https://www.instagram.com/triathlonjapan_age_ncs/
https://www.instagram.com/triathlonjapan_age_ncs/
https://www.instagram.com/triathlonjapan_age_ncs/
https://www.instagram.com/triathlonjapan_age_ncs/
https://www.instagram.com/triathlonjapan_age_ncs/
https://www.instagram.com/p/DPUsMdMDEl6/?utm_source=ig_web_copy_link&igsh=MzRlODBiNWFlZA==


その他の実施事項
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 当日支援してもらうクラブに対しての参加枠の設置
クラブ サポートプログラムにて実施しているNCS大会支援に参画しているクラブからの協力を得た場合は、協力に対する感謝と連
携強化を目的とした特別参加枠を設置する、など可能な範囲で制度を検討してください。
例：エントリーフィーのディスカウント、クラブ単位での枠の提供
（枠の提供がどうしても難しい場合は）大会HPや大会リーフレット及び、大会Tシャツなどへのクラブのロゴ入れ等。

 複数のクラブメンバーでエントリーできるエントリー枠の設置
クラブでの参加を促進するために、クラブ単位で参加登録ができるクラブエントリー枠の設定を検討してください。
例：クラブ単位で一括エントリーできる専用枠を設置

クラブ参加枠について

 クラブ代表者に対しての事後アンケート
クラブ フェスティバルに参加いただいたクラブに対して、アンケートの配信を行ってください。クラブフェスティバルにて開催した
内容へのフィードバックを把握することで、次回以降の改善へと繋げます。

 振返りのミーティング開催と実施報告書の提出
大会終了後に、必ず振り返りのミーティングを設定してください。上記のアンケート結果を共有することや、実施内容に対しての良
い点悪い点を定量的、定性的に理解することで、次回大会への改善へと繋げます。
指定された実施報告書のフォーマットに則って報告書を作成し、関係者とのミーティングを実施してください。

実施報告書、事後アンケートについて



【第2部】クラブフェスティバル運営マニュアル
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クラブ参加レース

大会本体と連携しレース形式を決定、募集要項作
成からエントリー管理、団体記録集計方法まで事
前設計。クラブに対して募集の告知を開始する。

準備事項
 レースフォーマット決定
 募集要項作成
 エントリー管理
 記録管理設計
 クラブに対しての募集告知
※詳細は、告知協力ページを参照

大会3ヵ月前：準備事項（キックオフ後）

参加クラブとメンバーを最終確定し、変更締切を
管理するとともに、計測方法や団体ポイント算出
方法を最終確認。

準備事項
 参加クラブ確定
 メンバー変更締切
 参加メンバーリスト表作成
 計測方法確認

大会2週間前：開催前チェック
受付からスタート整列、リレー管理、公式記録確
認までを一元管理し、公平かつ円滑なクラブ対抗
運営を実行。

当日対応
 受付
 スタート整列
 リレー管理
 記録確認

大会当日：当日のオペレーション
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クラブ表彰

表彰カテゴリーを決定し、評価基準シートを作
成。表彰物制作とMC進行台本を整備し、当日の
演出内容の決定までを事前に完了させる。

準備事項
 表彰カテゴリ決定
 評価シート作成
 表彰物制作（推奨：表彰状デザインデータ）
 MC進行台本作成

大会1ヵ月～2週間前：準備事項

審査と得点集計を迅速に行い、円滑に表彰式を
進行。受賞クラブの写真撮影まで実施し、大会
の盛り上がりを可視化する。

当日対応
 対象クラブの審査
 結果集計
 表彰式進行
 表彰対象のクラブ写真撮影

大会当日：当日のオペレーション

（希望する大会は）広報チームにレース結果の
投稿内容をメールにて共有。大会終了後、2週間
以内を目処に、適切なタイミングでレース結果
を公式SNSに投稿する。

送付先
CSP-fes@jtu.or.jp
必要情報
 表彰式写真（参加したクラブ各1枚ずつ選定）
※事務局にて指定のドライブに画像をアップ

 写真は横画角、可能であれば2:3の比率に修正
 投稿テキスト（指定のフォーマットを使用）

大会後：表彰結果を公式SNSに投稿

mailto:CSP-fes@jtu.or.jp
mailto:CSP-fes@jtu.or.jp
mailto:CSP-fes@jtu.or.jp
https://www.instagram.com/p/DPUsMdMDEl6/?utm_source=ig_web_copy_link&igsh=MzRlODBiNWFlZA==
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クラブテント

クラブテントエリアの図面を作成し区画を割り当
て、設営・安全・利用ルールを事前に周知して混
乱を防止。クラブフェスティバル参加希望クラブ
に対して、テント設置希望内容のアンケートを配
信する。

準備事項
 エリア図面作成・区画割当
 設営ルール通知
 参加クラブに対してのアンケート配信
（クラブフェスティバル 参加登録フォーム）

大会２～1ヵ月前：準備事項

審査と得点集計を迅速に行い、円滑に表彰式を進
行。受賞クラブの写真撮影まで実施し、大会の盛
り上がりを可視化する。

掲載事項
 テントエリアについての案内
 各クラブのテント設置場所の案内
（クラブ代表者へのご案内文）

 クラブの集合写真の撮影場所の案内

大会1週間前：当日のご案内配信

当日朝に、設営状況をチェックし安全面を確認。
終了後は撤収状況を確認し、原状回復まで責任を
持って管理。事前に案内を出していても、テント
の設置位置を質問される場合もあるため、テント
エリアにスタッフを配置することを推奨。

当日対応
 設営チェック
 安全確認
 撤収確認

大会当日：当日のオペレーション
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クラブ集合写真

クラブフェスティバル参加希望クラブへのアン
ケート結果を元に、撮影タイムテーブルを作成。
撮影スポット決定とカメラマン手配を行い、
SNS連携を見据えた発信設計を事前に構築。

準備事項
 参加クラブに対してのアンケート配信
（クラブフェスティバル 参加登録フォーム）

 撮影タイムテーブル
 撮影場所の決定
 カメラマン手配
 SNS連携設計

大会1ヵ月～2週間前：準備事項

レースが終了し、決まった撮影時間内にメン
バーが集まったクラブから集合写真の撮影を行
う。（撮影順は当日臨機応変に対応する必要あ
り）クラブメンバーのレースの様子とクラブ表
彰の様子を撮影し、クラブの一体感や成果が伝
わる素材を確実に取得する。

当日対応
 集合したクラブの誘導
 レース撮影（競技者＆応援者）
 表彰式撮影
 掲載場所（公式SNSやフォトギャラリー）を
代表者に対して伝達

大会当日：当日のオペレーション

写真を選定し、Triathlon Japan公式サイト内の
フォトギャラリーへの掲載依頼を指定のメール
アドレスに送信。フォトギャラリー掲載時は広
報チームにてロゴを入れ込み、写真を公開。ロ
ゴ入り画像の元データを希望する大会は、個別
に広報チームに相談すること。

送付先
CSP-fes@jtu.or.jp
必要情報
 クラブ集合写真、表彰式写真（参加したクラ
ブ各1枚ずつ選定）
※ロゴ入れしたものをギャラリーに掲載
※事務局にて指定のドライブに画像をアップ

 写真は横画角、可能であれば2:3の比率に修正

大会後1週間目処：写真を公式サイトに公開

https://www.jtu.or.jp/media/category/photo/
https://www.jtu.or.jp/media/category/photo/
https://www.jtu.or.jp/media/category/photo/
https://www.jtu.or.jp/media/category/photo/
https://www.jtu.or.jp/media/category/photo/
mailto:CSP-fes@jtu.or.jp
mailto:CSP-fes@jtu.or.jp
mailto:CSP-fes@jtu.or.jp


【第3部】運営スケジュール標準モデル
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開催までの想定運営スケジュール

23

開催前 約3～6ヶ月 開催前 約1～3ヶ月 開催前 約1ヶ月～2週間

クラブフェスティバル開催
確定
 会場ゾーニング仮決定
 テント設置場所仮決定
 実施計画書の作成～提出
※開催3ヶ月前には要提出

企画確定・クラブ募集開始
 レースフォーマット決定
 クラブ向け募集要項作成～公開
 クラブに対しての募集告知
 エントリー管理
 記録管理設計
 集合写真撮影カメラマン手配

企画内容詳細詰め・制作
 クラブに対してのアンケート配信
（参加希望クラブの確定）

 レース参加メンバー確定
 表彰台本・審査体制確定
 集合写真撮影タイムテーブル確定
 当日運用マニュアル作成

開催前 約1週間 大会前日～当日 開催後 約1週間～2週間

最終確認
 当日運用マニュアル確定
 オールスタッフミーティング開催
 クラブ代表者向け当日案内配信
（クラブテント設置場所・クラブ
集合写真撮影場所の案内）

大会当日！
 搬入
 クラブフェスティバル実施
・クラブ参加レース
・クラブ表彰
・クラブテントスペース
・クラブ集合写真

事後ポスト&実施報告書提出
 参加クラブ数
 表彰結果
 クラブ集合写真提出～掲載
 実施報告書の提出
 振返りミーティングの実施



【付録】大会当日 運営マニュアルひな形
※赤字部分を可変としています。あくまでも参考のひな形としてご活用ください。
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クラブ集合

12:30～13:30 クラブ撮影
@ゴール横クラブエリア
9クラブ
クラブ名①
クラブ名②
クラブ名③
クラブ名④
クラブ名⑤
クラブ名⑥
クラブ名⑦
クラブ名⑧
クラブ名⑨

クラブ
集合写真

12:00：
ゴール横クラブエリアにて、カメラマンと待ち合わせ

10：30：
ゴール地点に移動

5：30：
ホテルのロビー集合
↓
ゴール地点にてテントの設営確認
↓
6：00：スイムスタート地点着
※印刷済み表彰状ピックアップ、表彰対象クラブの検討

10：00：
MCさんと表彰式のコメント内容を確認

〇〇大会 撮影タイムテーブル
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テント貸出希望&設置位置

テントの脚のみの貸し出し：1クラブ
クラブ名①

テントと脚をセットでの貸し出し：5クラブ
クラブ名②
クラブ名③
クラブ名④
クラブ名⑤
クラブ名⑥

• 土曜に大会事務局側でテントを設営いただき、日曜の朝には設置された状態にしておく。
• 設営時に天幕と脚を設置し、脚が下りた状態にしておいていただき、当日来場した各クラブに自身で脚を上げてもらう。
• 下記地図に採番している番号のクラブの順でテントを設置（例：①→トライアスロントリップ）

① ② ③ ④

⑤ ⑥

*①は脚のみ

〇〇大会 クラブテント設置位置

26



クラブ集合写真撮影場所・時間

12:30～13:30 クラブ撮影
クラブ名①
クラブ名②
クラブ名③
クラブ名④

クラブ名⑤
クラブ名⑥
クラブ名⑦
クラブ名⑧
クラブ名⑨

クラブ集合

〇〇大会 クラブ集合写真 撮影スポット
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チームスピリット賞
（最も団結力が高かったクラブ）

クロスジェネレーション賞
（異世代のメンバーで構成された

クラブ）

パッションチーム賞
（情熱的なパフォーマンスで
大会を盛り上げたクラブ）

ハイファイブ賞
（他チームと積極的に交流した

クラブ）

• 念のため、予備を含め2枚ずつB5サイズの厚めの紙に、大会事務局に印刷しておいていただく。
• 現地でどのクラブにどの賞を授与するのか、 （担当者）で決定。（該当しない賞がある可能性もあり、最低2クラブに授与予定）
• 表彰式にて表彰対象決定後、表彰式にて表彰状を授与していただく。（どなたから授与いただくのは当日ご相談）

〇〇大会 表彰状
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• MCの方に以下セリフを元に、各クラブの表彰を行っていただく。
• どちらのクラブにどの賞を授与するのかは、当日の参加状況を見て判断。10時のMC集合時間の際に（担当者）よりMCの方にお伝えする。
• 当日、進行の流れが遅れていなければ、クラブ代表者の方に一言コメントをいただく流れを挟む。

本日は、クラブフェスティバルの同時開催大会でもありますため、クラブフェスティバルにご参加いただいたクラブへの表彰を行います。
トライアスロン クラブ サポートプログラムとは、速い強いだけがトライアスロンのゴールではなく「参加する人・応援する人皆さんがトライアスロンを楽しむ」ことを目的に実施して
います。そのため、表彰も順位だけではない様々な視点で個人ではなく、参加いただいたクラブ単位で表彰しています。
本日ご用意している賞は、「パッションチーム賞」「チームスピリット賞」「フェアプレイ賞」「クロスジェネレーション賞」の4つの賞です。
受賞したクラブには賞状の授与の他、副賞として（スポンサー様）より（副賞の商品名）を授与いたします。
※該当しない賞がある可能性があるため、最終的に授与する賞＆対象チームは当日決定とさせてください。

クラブ表彰 MCセリフ（例）

1つ目の賞「パッションチーム賞」は〇〇〇（クラブ名）に授与いたします。クラブの皆様壇上までおあがりください。
この賞は、ただ速さや結果だけでなく、情熱あふれるパフォーマンスで大会全体を盛り上げてくださったクラブに贈られます。沿道を沸かせる声援、力強い走り、そして一人ひとりの
全力の姿勢が、会場全体を熱気で包んでくれました。
〇〇〇（クラブ名）の皆様、ありがとうございました。盛大な拍手をお願いいたします！

2つ目の賞「チームスピリット賞」は〇〇〇（クラブ名）に授与いたします。クラブの皆様壇上までおあがりください。
この賞は、仲間を支え合い、励まし合いながら、一丸となってゴールを目指す姿を見せてくださった、最も団結力が高かったクラブに贈られます。
まさに“チーム”の力を体現してくださいました。
〇〇〇（クラブ名）の皆様、ありがとうございました。どうぞ大きな拍手をお送りください！

3つ目の賞「クロスジェネレーション賞」は〇〇〇（クラブ名）に授与いたします。クラブの皆様壇上までおあがりください。
この賞は、世代を超えて挑戦し、それぞれの強みを生かしながら大会を彩ってくださったに贈られます。若いエネルギーとベテランの経験が融合した姿は、スポーツの未来を感じさせ
てくれました。
〇〇〇（クラブ名）の皆様、ありがとうございました。皆さん、温かい拍手をお願いします！

最後の賞「ハイファイブ賞」は〇〇〇（クラブ名）に授与いたします。クラブの皆様壇上までおあがりください。
この賞は、自分たちのクラブを越えて、積極的に他チームと交流し、大会全体を盛り上げてくださったクラブに贈られます。フィニッシュ後の笑顔やハイタッチが、多くの選手の心を
つなぎました。
〇〇〇（クラブ名）の皆様、ありがとうございました。ぜひ皆さん、会場全体でハイタッチするような気持ちで、大きな拍手をお願いいたします！

以上、クラブ表彰の発表でした。受賞されたクラブの皆さま、本当におめでとうございます。そして、参加してくださったすべてのクラブと選手の皆さまが、この大会を盛り上げてく
ださいました。心から感謝申し上げます。どうぞ最後まで、大きな拍手をお願いいたします！

〇〇大会 表彰式台本
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• 集合時間
12：00に会場のクラブテントエリアに集合（12～14時拘束予定）

• 当日の役割分担
クラブ集合写真撮影：
カメラマン 〇〇様
撮影補佐＆クラブ対応 ○○（担当名を記載）

当日の連絡先

カメラマン：

カメラマンの電話番号を記載

プロジェクトチーム：

担当者の電話番号を記載

〇〇大会 連絡事項
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申請やクラブフェスティバルに必要な資料は、以下サイトに公開しています。
必要書類をダウンロードしてご利用ください。
その他、資料集はドキュメントやフォームを作成する際の参考にご活用ください。
https://www.jtu.or.jp/2026-csp-loc/

■申請フォーム・報告書

• 実施計画書申請フォーム（フォーマット：Googleフォーム）
開催約3ヵ月前までには、指定のフォームに入力しご提出をお願いします。

• 実施報告書（フォーマット：Power Point）
開催後2週間以内に本フォーマットに入力し、ご提出をお願いします。（要素を網羅していれば本フォーマット以外でも問題ありません）

■その他 資料集

• 大会当日 運営マニュアルひな形（フォーマット：Power Point）

• クラブフェスティバル 参加登録フォーム（フォーマット：Googleフォーム）

• 参加クラブ代表者向け 大会当日ご案内メール サンプル文（フォーマット：Word）

• 表彰状デザインサンプルデータ（フォーマット：Adobe Illustrator）

• 表彰状デザインサンプル 加筆箇所説明コメント（フォーマット：PDF）

• 実施報告書（フォーマット：Power Point）

• クラブ代表者向け 事後アンケートフォーム（フォーマット：Googleフォーム）

• SNS投稿 大会事後ポスト サンプル文（フォーマット：Word） 31

【参考】申請フォーム・報告書、資料集

https://www.jtu.or.jp/2026-csp-loc/
https://www.jtu.or.jp/2026-csp-loc/
https://www.jtu.or.jp/2026-csp-loc/
https://www.jtu.or.jp/2026-csp-loc/
https://www.jtu.or.jp/2026-csp-loc/
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